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生物害を受けることにより木材は構造に変化を生じる｡微生物による木材劣化は主として酵素による酸化

分解反応が主体となって細胞壁の化学組成や微細構造に変化を生じるし,キクイムシやシロアリなどの昆虫

および海虫による劣化はいわゆる食害によるもので,巨視的な外観はもちろん,比重も変化する｡したがっ

て強度をはじめその他の材料としての性質に影響があるのは当然である｡

1. 外観 ･寸法

腐朽菌により木材は変色し,その色によって褐色腐朽,白色腐朽などと呼ばれることはよく知られている

1～6)｡ 褐色腐朽は褐色方形腐れ,白色腐朽は白色孔腐れになる1)｡ 常緑は初期腐朽段階に現われ,材はわず

かに変色し光沢を失う3,5)｡軟腐朽菌による変化は褐色腐朽に似ているが7),くすんだ褐色または育灰色にな

り,乾燥すると亀裂を生じる8)｡ 重量減少が20%以上になると収縮は増加する9)し,膨脹も著しく変化す

る10)｡

キクイムシ類による穿孔3,ll-15)は種類によって穿孔の大きさが異なり,木理に乎行なものと垂直なものと

がある3)｡ 北洋材や米材では樹皮と形成層とに孔道がある種類が多く, 南洋材で は木部まで穿孔してい

る11)｡また南洋材では幼虫が辺材の内部にいて外部から見えにくいものがある15)0

ラワン材のミミズとして知られる欠点は,それが生長輪に平行に出現することから,形成層の傷害による

ものと考えられる｡傷害の原因はカミキリムシ科あるいはタマムシ科の幼虫の食害16)あるいは穿孔虫のうち

の beetlesによる17)｡

カバ材におけるビスフレックは樹JChから外方-向うほど多く,樹木の基部から樹相に行くほど少なく分布

し,板目面では 1m2 に 800-850個出現する18)｡チリ産 coigue材のビスフレックは Agromygidaeの幼

虫によるもので,晩材部に多く出現する19)0

シロアリの加害については一般によく知られているように,シロアリが光を避ける習性があるので,外観

は不変でも内部を空洞にしている20-22)｡合板では表面から食害することもあるが, 削片板は側面侵食が多

い 23)｡すなわち密度の小さいところから侵食を始める3)｡

海虫による食害は水面下にある柳 こ対して認められ,表面はごく小さい孔でも内部を大きく食害している

ので表面からは見付けにくい3,24)｡

*木材生物部-1fj(ResearchSectionofWoodBiology)

- I-



木 材研 究 ･資料 第15号 (1980)

2. 強度 ･比強度

木柳 ま腐朽により重量減少をするとともに強度が低下することはよく知られている25-27)｡これは菌の種類

にかかわらず,またバクテリアにおいても認められる事実である3,28)｡ 水中貯木をした場合,強度低下が生

じるのもこのためである29)｡腐朽が肉眼で識別できるようになれば その材の強度は 0に近く,肉眼的に判

別できない程度でも,すでに50-70%の強度低下がある30)0--･方ワタグサレクケで腐朽したトドマツ材で,

局部的に変色していたが,重量減少が1%までのものでは強度の変化はなく,30-44%の重量になると強度

は96.5%まで減少した31)O他方重量減少が1%でも強度に大きい影響が現われ,同程度の重量減少を示した

試片では白色腐朽材より褐色腐朽材の強度減少が少なかったという報告もある32)｡ しかし強度に対する影

響は,概して褐色腐朽の万が白色腐朽より大きい3･33,34)｡ 強度の減少は組織の切断35),セルロ-スの加水分

解32),セルロース鎖の切断33)に起因する｡局部的に腐朽させて健全材と引張強度を比較すると,わずかに低

下を認めたものの,有意差はなかったが,健全材にも穿孔が認められた 36)0 5種の褐色腐朽菌と3種の白色

腐朽菌による実験結果から,1つの仮道管に1つの穿孔がある程度の腐朽では靭性は低下しない37)｡ただ剛

性をもって腐朽材の強度表示をするのは不適である3)｡

ヤツバキクイムシによる桔損木は,枯損した直後には健全材と強度において大差はないが,枯損後の経過

年数と圧縮 ･曲げ強度の関係実験式を求めると,ほぼ年数に比例して減少する38)o数年経過した時点で,縦

圧縮強度は69%,曲げ強度は56%減少した39)C

3. 衝撃強度

腐朽材では強度の中でもとくに衝撃強度の低下が大きい26,35,40-45)｡他の強度に比べ衝撃強度には早く影

響が現われ44),ついで静的曲げ強度,破砕強度,硬度である45)｡腐朽による材の脆弱化で局部的に応力集中

が生じるためである42)O白色腐朽において低下率は大き( 43),侵された細胞の数に応じている41)｡

防腐のために薬剤を注入した材は,未処理材に比べると,衝撃強度の低下が少なかった46)｡

4. 弾性 ･粘弾性

腐朽のごく初期でもリグニンと炭水化物の結合が切れると靭性は低下し47),白い斑点が現われるとただち

に轟響きれる48).また弾性係数は減少し,減衰能は増加した49)｡同じ重量減少では靭性の変化は白色腐朽と

褐色腐朽とで相違なく50),他の強度に比して衡撃強度とともに影響を受けやすかった44)｡数か月スブリンク

リングすることによって10%の靭性減少をみた5】)0

5. 熱的性質 ･燃焼性

腐朽材は比重が小さくなるため容積当りの熱量は健全柳 こ比して減少するが,全乾重量当りの熱量は健全

材と大きな差はない52)0

6. 音響的性質

腐朽により内部に空洞が生じ,比重が小さくなり,着がにごる4)｡

7. 浸透性

腐朽の進んだ材は吸混性も吸水性も健全材に比して大きくなる3,44･53-55)｡低湿度では逆の現象になるが53),

断続的に水に浸漬するとかなり高含水を保持しやすい44㌔ 孔隙が増加するので浸透が増え,水分が多くなっ

て腐朽がより進行する･う)｡

バクテリアによっても浸透性が大きくなる10,か 川̀)o バクテリアが壁孔壁を攻撃して通路を拡大するため

である57,58,tj｡'O放射組織も侵攻し57),放射方向の浸透性も大きくする40)｡ しかし辺材の浸透性は大きくす
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るが,心材ではそれほどでもない 40)｡ バクテリアにも浸透性に影響するものとしないものがあり, Pinu∫

radiata心材の浸透性を増加させた種類もある57)o水中貯木によって材の注入性を改良したり61),浸透性が

高くなる29)のはバクテリアの作用にもよるのである｡

8. 電気 ･放射線の伝導性

組織が変化しているため放射線の透過量が変わる62)｡ この性質を利用して材質変化が電気的に求められ

る63)｡

9. 乾燥適性

褐色腐朽材を乾燥すると落込みを生じるが,白色腐朽材ではそれほど収縮しない3)0

10. 加工性

ロータリー切削などベニヤ工業に対してバクテリアは影響を及ぼす29)｡

ll. 耐薬品性

腐朽材は健全材に比してパルプ原木としては低劣なものである｡しかも着生した菌の種類によって材質は

著しく異なる｡ たとえばェゾサルノコシカケによって分離された天然ホロセルロースはほとんど完全に近

い漂白パルプと考えられる64)｡貯木期間が長くとくに褐色腐朽を受けた場合にはパルプの収量は低下する

し65),腐朽材からのパルプは引裂強度がやや低下している66)｡パルプ原木としての腐朽材の研究のため,人

工的に腐朽させた材の成分とパルプ化について一連の実験がある67-72)0

12. 耐腐朽 ･虫害性

菌害と虫害との相互間には誘引作用のあるものと括抗作用のあるものとがある｡軟腐朽菌と腐朽菌との闇

にも括抗阻害作用があり, たとえば Trichodermavirideの生育した birch材には木材腐朽菌の侵入が阻害

きれた73)｡ブナ材を土中に埋め軟腐朽菌で侵した材に対するキクイムシの発育が調べられた74)｡シロアリに

対しては菌によって誘引物質を有するものがあり75),あらかじめ地中に埋めて軟腐朽菌に侵された材はシロ

アリに対して弱かった76)｡海洋菌に侵された材は海虫による被害を受けやすい 77,78)｡
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